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（規 則）
O人事院規則 16-0 （職員の災害補償）の一部を改正す
る人事院規 則 （人事院16-0-31) （平成14. 2. 20官
報第3304号）
（省 令）
O学校給食法施行規則の一部を改正する省令（文部科学
2) （平成14. 2. 8官報号外第22号）
（告 示）
O大学， 短 期大学， 大学の学部， 短期大学の学科及び大
学の学部の学科の設置， 大学の通信教育の開設， 大学
院， 研究科以外の基本組織及び大学院の研究科の設置
並びに大学院における通信教育の開設を認可した件
（文部科学10) （平成14. 2. 4 官報号外第18号）
O平成14年度において使用される小学校， 中学校， 高等
学校， 聾学校及び養護学校の教科書の定価を認可した
件（文部科学14) （平成14. 2. 18官報号外第27号）
���� 
富山大学放射性同位元素総合実験室規則の一部を改正する規則の制定
「ーー 富山大学放射性同位元素総合実験室規則の改正理由一一ー
！ 室長の選出方法の変更及び本学の全 学委員会の整理統合に伴い， 所要事項を改める。 i 
富山 大学放射性同位元素総合実験室規則の一部を改正する規則 を次のとおり制定する。
平成14年2月15日
富山 大学長 瀧 湾 弘
富山大学放射性同位元素総合実験室規則の一部を改正する規則
富山大学放射性同位元素総合実験室規 則 （昭和40年4 月22日制定）の一部を次のように改正する。
第2条第2項中 「放射性同位元素 委 員会の指名に基づき」 を「第5 条の運 営 委 員会が推薦し」に改め， 同条第3項
中「放射性同位 元素委員会Jを「安全管理委員会」に改める。
第8条中第4 号を第5 号とし 第1号から第3号までを1号ずつ繰り下げ， 同条に第1号として次の1号を加える。
(1）室長の推薦に関すること。
附 則
この規則は， 平成14年2月15日から施行する。
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学生生活委員会（2月7日）
（審議事項）
(1）学生団体の書類送付について
富山大学の教育業績評価の確立に関する検討委員会（2
月7日）
（審議事項）
(1）富山大学の教育業績評 価 の確立について
自己点検評価委員会（2月8日）
（審議事項）
(l) 平成12年度に実施された大学評価 の評 価結果（全 学
テーマ別評価「教育サー ビス面における社会貢献」）
について
(2）平成13年度に着手する大学評価 への対応について
(3）平成11年度 自己点検 評 価に基づく付託事項（回答）
の検証結果について
組織運営体制の整備に関する検討委員会（2月8日）
（審議事項）
(l) 組織運 営体制の整備について
富山大学の教育業績評価の確立に関する検討委員会（2
月12日）
（審議事項）
(l) 富山大学の教育業績評 価 の確立について
就職委員会（2月14日）
（審議事項）
(l) 富山大学が行う職業紹介業務に関 する個人情報適正
管理要項の制定及び富山大学職業紹介業務運営規則
の一部改正（案）について
施設整備委員会（2月14日）
（審議事項）
(l) 富山大学施設利用細 則 について
(2）西団地方団地の有効活用について
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富山大学の教育業績評価の確立に関する検討委員会（2
月14日）
（審議事項）
(1）富山大学の教育業績評 価 の確立について
部局長会議 （2月15日）
（審議事項）
(l) 教員定員の移動について
評議 会（2月15日）
（審議事項）
(1）富山大学教員の第10次 定員削減実施要項の 一部改正
について
(2）富山大学放射性同位元素総合実験 室規則 の一部改正
について
(3）平成12年度着手の大学評価の評価結果（全 学テーマ
別評価 「教育サービス面における社会貢献」）につ
いて
(4）富山大学の組織運 営 体 制の整備について
(5）富山大学学長選考規則 等の問題点について
(6）富山大学における教員の教育業績 の適正な評価方法
について
(7）名誉教授の称号綬与に係る選考基準について
教護教育運営協議 会（2月22日）
（審議事項）
(l) 教養教育副実施機構長の選出について
(2）英語資格取得 による単位認定について
国際交流委員会（2月22日）
（審議事項）
(l) 中華人民共和国山東大学との大学問学術交流協定に
ついて
組織運営体制の整備に関する検討委員会（2月22日）
（審議事項）
(l) 組織運営体制の整備 について
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第3回富山大学大学開放推進懇話会を開催
2月6日（水 ）事務 局大会議室において， 第3回富山 大
学大学開放推進懇話会が開催されました。
この懇話会は大 学開放事業をより円滑に推進するとと
もに， その実施状況について評価 を受けるため， 平 成1l 
年度から開催されているものです。
今回の懇話会には委員11 名のほか， 瀧漂学長及び宇井
生涯学習教育研究センター 長ら14 名が出席しました。
瀧津学長の挨拶に引き続き， 宇井センター長が平 成13
年度の本学の事業報告を行い， その後各委員から大学開
放の在り方について貴重な意見・提言がありました。 こ
れらの意見・提言は， 今後の大学開放事業の推進に活用
されることになります。
また， 高度な学習ニー ズの高まりを受けて， 学生向け
の授業をすべて一般に公開する 「富山 大学オ ー プン・ク
ラス（仮称）Jの実施を検討する方針が提案され， 委員
からは賛成の意見が多数を占 めました。
今後， 生涯学習 教育研究センター 運 営 委 員会等での議論
を経て検討・ 準備 が進められる予定です。
なお， 出席された委 員は次の方々です。 （50音順）
飴 久晴（コー セル（株）代表取締役社長）
飯田 宗映（富山 県民生涯学習 カレッジ学長）
小JI! 弘（富 山 市監査委員）
久津 武司（富山 県教育委員会生涯学習室長）
高瀬 信正（富 山 大学公開講座受講者代表）
土井 均（北日本新聞社編集局報道本部長）
布施 実（日本放送協会富山 放送局長）
堀 内 道子（富山 県婦人会副会長）
山 口 松蔵（富山 県立近代美術館長）
米田 憲三（富山 県生涯学習 団 体協議会会長）
和田 悟（北日本放送報道制作局長）
｜平成13年度第2回富山大学運営諮問会議を開催
本年度の第2回富山大学運営諮問会議が2月 7 日（木）
に開催され， 石坂会長をはじめとして中沖富山 県知事ら
9人が出席されました。
会議の官頭で瀧津学長が「全国の国立大学で再編統合
が進む中， 県内三大学も近く正式な協議が始まる見通し
となった。 教員養成系大学・学部も戸惑いながら， 今後
のあるべき姿を検討している。 皆さんから思俸のない意
見をいただき， 大 学運 営 に生かしたいけと挨拶しまし
た。
その後， 本学から， 入 試合否判定過誤再 発防止， 学内
施設整備 状況について報告があり， 引き続き， 各委員か
ら以下の提言がありました。
－富山 県は， 人づくりを政策 の根本においており， 教員
養成機能を残すよう全力を尽くしてほしい。
高短は 「金の宝Jぐらいの気持ち。 高岡 に何らかの形
で残してほしい。
県の懇談会に対し， 情報提供されたい。
県としてできる限りの応援をしたい。
－医 薬 大とのかみ合わない部分が報道されている。
論点をはっきりさせ， 再編統合の協議を進めてほしい。
・薬業界が再編統合に強く反対していた。 大 きなバリア
がある感で， 難 しい印象を受けている。
蝋山 学長が短大の利点を強く主張 されており， 伝統産
業や生い立ちを考慮されたい。
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－富大の志願者が昨年から増加していることは， 再 発防
止に積極的に取り組んだ結果であり， 評 価できる。 担
当教員が交代しでもチ ェ ック体制が継続されるよう要
望する。
再 編統合の理念， 目標を3大 学同じ土俵の上で進めら
れるよう努力されたい。
ものづくりでも4 年制の必要性がいわれている。 高 短
を全 体の再編統合の中で見直す必要があると思う。
－教員養成機能を富山 に置き， そこで教育に熱意を持っ
た人材を育成してほしい。
・ トップダウンでなく， 大 学としての自発的な再編統合
であることを望んでいる。
ペー スが遅い感じだが， 富大はリー ド すべきで， 精力
的に取り組んでほしい。
・ 大 学の意志決定のプロセスに問題があるのでは。
再編統合して大 学組織が大きくなると， 新大 学ではシ
ステム を変えないといけないのでは。
－行き 詰まった印象， 暗礁に乗り上げたイ メージがある。
明 るい展望に近づけられたい。
なるべく早く， 再編統合の「姿Jを見せてほしい。
・ 大 学は自分中心の議論をしがち。 自己を捨てた議論，
目標を置いた中味のある議論で， 基本方針を早 く決め
報 第446号
てほしい。
なお， 出席された委員は次 の方々です。 （50音順）
石坂 誠一（前富山国際大 学長）
井上 孝美（放送大 学学園理事長）
上野 隆三（北日本新聞社代表取締役会長）
塩井外喜子（富山 県婦人会会長）
中尾 哲雄（富山 経済同友会代表幹事）
中沖 豊（富山県知事）
福岡 隆（富山 県教育委員会教育長）
本多 正道（前富山 県経営者協会会長）
山 田 圭戴（北陸経済連合会会長）
再 編・統 合③－3 ・④
本学学内広報紙「富大 速報」第5 号～第6号に標記の記事が次のとおり掲載されました。
0富大速報第5号 『再編・統合③ー3』
0 国立大学再編 ・ 統合検討委員会部会報告（前号 「富大速報 rb.4Jからの続きです。 ）
3. 実施体制
(1）組織， 全 学出動方式etc.
（基本的な考え方）
大 学教育の研究機関であり教養（共通）教育に関 して提言を行う 「大 学教育研究センター J（仮称）と， 教
養（共通）教育の実施組織である「教養（共通）教育実施機構J（仮称）とを設置し， 両者が協力して教養
（共通）教育を推進していく体制を構築すべきである。 教養（共通）教育の実施に関しては全 学出動方式を維
持 し， その上で， 責任ある実施体制を実現するために． 新たに学部責任制を導入する。 さらに， 「教養（共通）
教育実施機構」を十分に機能させるために， 同 「実施機構Jの中に専任的教員集団 から構成される「教養（共
通）教育院J（仮称）を新設する。
「大 学教育研究センタ一 Jと 「教養（共通）教育実施機構Jおよび「教養（共通）教育院Jに関しては， 以
下のような組織とすることが考えられる。
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0「大 学教育研究センター 」（仮称）
I. 設置の目的
めまぐるしく変化しつつある大 学教育に関 する調査・研究を行い， 富 山 大 学の基本理念の実現をめざして，
富 山 大 学の教育の現状の問題点や将来のあるべき姿について， 科学的な裏付けをもっ適切かつタイ ム リー な提
言を行う。
II . 調査 ・ 研究の対象
①大 学 ・ 大 学院教育の全般とその中での教養（共通）教育
②高校までの教育と大 学教育の連関
③F D 
④ 自己点検評価， 外部評価， 第三者評価のうち， 教育に関 わる部分
⑤教員の教育業績評価
III. 「教養（共通）教育実施機構J（仮称）との関係
「センター」のスタッフが 「実施機構」の委員会のメンバー となる。
IV. スタッフの構成と運営方法
① センター 長に副学長（教育担 当）をあてることも考えられる。
②専任教員の数は必要最小限とする。（例えば， センター長の他2. 3人）
③必要な場合には， 適宜， 他の部局の教員と協力して研究を推進できるような仕組みを工夫する。
（問題点）
① 生涯学習 教育センター ， 入 試センター との関係をどうするか。
② 人数の面でも専門分野の面でも発足時に十分なスタッフを揃えることは困難 であろう。 よって長期的展望を
持ち． 計画的に人事を行っていく必要がある。
0「教養（共通）教育実施機構」（仮称）
I. 設置の目的
全 学の教員が参加する教養（共通）教育を実施するための責任組織として設置する。
II . 「実施機構」の組織． 全 学出動方式， 学部責任制， incentive
（組織）
① 「実施機構Jを機動的かつ円滑に機能させるためのheadquartersとして専任 的教員集団 を構成し． 全教員が
いずれかに所属する教員集団（現行の部会）と連携を取りながら， 教養（共通）教育に関 する企画 ・ 立案，
実施を行う。
②専任的教員集団を， 仮に「教養（共通）教育院」 と呼ぶ。
③実施機構長は学長とし， 「教養（共通）教育院jの責任者は副実施機構長が務める。
（全 学出動方式）
④教養（共通）教育において担 当可能な授業科目に関 して全教員の名簿（以下「名簿J）を作成する。
⑤ 現行の総合科目のような授業に関しては， 原則 的に全 教員が担当しうるものとする。
（学部責任 制）
⑥一つの部会を構成する教員集団 の大部分が一学部に包含されるような場合， その学部がその部会の担当する
授業科目の実施に責任をもつものとする。 例えば， 人文系原論→人文学部， 外国語科目→人文学部．
社会系原論→経済学部
⑦一つの部会を構成する教員集団 が複数学部に所属する場合， いずれかの学部が責任 をもち， 他の学部がそれ
に協力するものとする。 例えば 自然系原論→理学部（責任 学部）＋工学部（協力学部）
⑧総合科目に関しては， テーマを学部に割り振り， 学部が責任をもってコーディ ネ ーター を選び， コーディ ネ ー
ター は， 複数学部の教員の協力を得て授業を企画 ・ 実施する。 また， 「総合科目小委 員会jというような組
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織を設置してテーマの見直しなどの企画・調整を行う。
（問題点）
⑨保健体育科目に関しては 教育学部の帰趨と関係する。
⑩情報処理科目， 言語表現科目に関しては， カリキュラムの帰趨と関係する。
(i ncen t i ve) 
第446号
⑮教員が実際に授業を担当した場合には， その負担を少なくとも量的に正確に把握し， それが一定水準以上で
あれば何らかの報酬を与え もしも一定水準に達しない場合には何らかのpenaltyを科すことを検討しでも
よい。 これは， 教員の教育業績評価の問題でもある。
⑫同様のことを， 学部を単位として実施することも考えられる。
m. 「教養（共通）教育院Jの役割と構成・規模
（役割）
① 「教養（共通）教育実施機構Jの中にあって執行部的役割を担う。 教養（共通）教育に関する企画・立案，
実施（F D や非常勤講師集団との連携なども含む）， 自己点検評価を担当し， 外部評価， 第三者評価などに
も対応する。
（構成・規模）
②スタッフ（専任的教員集団）の構成は授業科目の構成に対応すべきである。 （例えば， 人文系原論， 社会系
原論， 自然系原論， 〔総合科目〕， 英語， 英語以外の外国語， 保健体育， 〔情報処理〕， 〔言語表現〕etc.)
③ 「専任的 J ということについては，
a. 専任
b. 併任（「新大学のベーシック ・デザイン 」では， 「一定期 間教養教育に重点的に携わる教官」と説明され
ている）
c. 専任と併任の組み合わせ（「ベーシック ・デザインJの大学教育センター）
の三つの在り方が考えられる。 その人数と併せて検討する必要がある。
④英語に関しては， 一定数の教員が重点的に担当できる体制（ローテーションによることを排除しない）を構
築する必要がある。 その場合， 教養英語を重点的に担当する教員の所属先を，
a. 学部とするか（この場合は併任）
b. 「教養（共通）教育院Jとするか（この場合は専任）
c. センター的な組織とするか（向上）
その人数と併せて検討する必要がある。
IV. 委員会の構成と規模
（問題点）
①学長・副学長， 学部代表委員， 専任的教員， 教科教員集団代表， 「センターJ教員をどのように組み合わせ．
どのような委員会群を組織するか， 検討する必要がある。
②「導入ゼミ」を開設することになれば， その企画・運営を担当する組織（小委員会）を何らか設置する必要
がある。
( 2）非常勤講師の任用の在り方：
この点に関しては未検討。 なお， 「2. 教育課程編成方針J の（4）の2）の⑨， 「3. 実施体制Jの
「「教養（共通）教育実施機構J（仮称）」のEの①に， この問題に関係する指摘がある。
（文責：教養教育部会長 松崎一平 ）
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0富大速報第6号 『再編・統合④』
｜国立大学再編・統合検討委員会部会報告
0学部部会
・11月30日（金）第4回
教員養成系大学・学部の動向の情報交換及び学部の再編について協議された。
・12月25日（火）第5回
高岡キャンパスの教育研究体制等の在り方や学部の再編について協議された。
・12月26日（水）第2回高岡短期大学との意見交換会（於：富山大学）
富山大学における再編・統合に関する経緯等が報告され， 高岡短期大学における再編・統合の方向性 及び
新大学での高岡キャンパスの在り方等について意見交換が行われた。
1月8日（火）第6回
高岡短期大学から示された 「新大学における高岡キャンパスJの学部構成． 準学士制度等について協議さ
れた。
• 1 月15日（火）第7回
新大学の学部構想、を検討するうえでの基本理念や基本的考え方及び学部部会でのこれまでの共通認識事項
が確認され， 学部構想について協議された。
. 1 月18日（金）第8回
本学のベーシック デザイン案やこれまで示された案を踏まえた学部構想について意見交換が行われ． 引き
続き， 大所高所から学部再編を検討することとなった。
. 1 月22日（火）第9回
高岡キャンパスの学部構成や教育学部の今後の在り方等について協議された。
・ 1月25日（金）第10回
新大学における学部構想について これまでの検討内容を踏まえ協議された。
・ 1月26日（土）第3回高岡短期大学との意見交換会（於： 高岡短期大学）
教員養成系大学・学部の動向及び富山大学（学部部会）における学部編成の基本構想・再編構想案が説明
され， この構想案と高岡短期大学案 「富山総合大学（案）の創設をめざして」等について意見交換が行われ
た。
. 1月31日（木）第11回
本部会における学部構想案及び高岡短期大学案 「富山総合大学（案）の創設をめざしてJ等を踏まえ， 競
争力のある新大学（学部）について協議された。
0大学院部会
・12月4日（火）第4回
富山医科薬科大学との意見交換を踏まえた新大学院構想、における研究科名称， 専攻建て， 専攻名称等につ
いて協議された。
• 12月6日（木）第3回富山医科薬科大学との合同W. G （於：富山医科薬科大学）
富山医科薬科大学（独立研究科等大学院改革検討W. G）と新大学院構想、について協議された。
・12月11日（火）第5回
富山医科薬科大学との意見交換を踏まえた新大学院構想における研究科名称， 専攻建て， 専攻名称等につ
いて協議された。
-9-
｜ 平成14年3 月 学 報 第446号
• 12月13日（木）第4回富山医科薬科大学との合同W. G （於：富山医科薬科大学）
富山医科薬科大学（独立研究科等大学院改革検討W. G）と新大学院構想における理念． 目的． 専攻建て
等について協議された。
• 12月18日（火）第5田富山医科薬科大学との合同W. G （於： 富山医科薬科大学）
12月13日に引き続き， 富山医科薬科大学（独立研究科等大学院改革検討W. G）と新大学院構想における
理念， 目的， 専攻建て等について協議された。
• 1 月18日（金）第6回
文部科学省との新大学院構想、の打ち合わせ資料の内容について協議， 確認された。
・ 1 月29日（火）第7回
文部科学省との打ち合わせの結果報告及び今後の対応について意見交換が行われた。
0教養教育部会
・12月4日（火）第5回
教養教育の授業科目構成， 教養教育の開講学期， 開講するキャ ンパ スについて検討し， 併せて実施体制に
ついて， 教養教育を含む大学教育全般に関して調査・研究， 企画・立案を行う「大学教育研究センター（仮
称）」と， 同センターと連携をとりながら機能する教養教育の実施組織の組み合わせを考えてみることになっ
た。
. 12月11日（火）第6回
教養教育の実施に関しては全学出動方式とし（その組織名は「教養（共通）教育実施機構（仮称）J）， 企
画・立案を行い， かつ実施の指令部的役割を担う何らかの専任的教員集団を配する， という方針となった。
・12月14日（金）第7回
第6回に引き続き， 「大学教育研究センター（仮称）J， 「教養（共通）教育実施機構（仮称）」， 専任的教員
集団の機能や役割について協議された。
• 12月18日（火）第8回
教養教育の実施に関しては全学出動方式を維持し， 責任ある実施体制実現のため， 新たに学部責任制を導
入すること， また， 「教養（共通）教育実施機構（仮称）」の指令部としての「教養（共通）教育院（仮称）J 
の設置等について協議された。
1 月7日（月）第9回
国立大学再編・統合検討委員会申合せ第3条第3項により． 3委員（徳橋， 白石， 森の各教官）が推薦さ
れ， 了承された。 また， 富山医科薬科大学との協議に関しての事項， 資料等について検討， 確認された。
・ 1 月l l B （金）第 1 回教養教育に関する合同検討会議（於： 富山大学）
富山大学及び富山医科薬科大学から 教養教育の現状， カリキュラムと実施体制・実施組織等についてそ
れぞれ説明があり， これらの意見交換が行われた。
. 1 月17日（木）第2回教養教育に関する合同検討会議（於： 富山医科薬科大学）
富山医科薬科大学から「教養教育の理念・目的 」について， また， 富山大学から「教養教育のデザインー
中間報告 －Jについてそれぞれ説明があり 基礎科目等について意見交換が行われた。
なお， 今回から， 高岡短期大学がオブザーバーとして本合同検討会議に出席した。
• 1 月25日（金）第3回教養教育に関する合同検討会議（於： 富山大学）
富山大学から「教養教育のデザインー中間報告一」の3. 実施組織について， また， 高岡短期大学から
「教養教育の枠組みについてのモデルの提案 J についてそれぞれ説明があり， 意見交換が行われた。
以 上
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平成14年度入学者選抜個別学力検査（一般選抜（前期
日程）及び専門高校・総合学科卒業生選抜）を実施
一昨年より199人多い2,863人が受験－
平成14年度入学者選抜個別学力検査（一般選抜（前期
日程）及び専門高校・総合学科卒業生選抜）が， 2月25
日（月）に各学部検査場において実施されました。
当日は， 好天に恵まれ， 交通機関に影響はなく， 本学
では検査開始約2時間前から受験者の姿が見え始め， 受
付開始の午前9時には各検査場は受験者でいっぱいとな
りました。
検査は， 一般選抜（前期 日程）及び専門高校・総合学
科卒業生選抜の志願者3,027人（個別学力検査を課さな
い経済学部夜間主コ スーを除く）のうち2,863人が受験
（受験率94.6%）しました。 また， 私費外国人留学生特
別選抜も併せて実施され， 73人が受験しました。
なお， 前期 日程， 後期 日程及び私費外国人留学生特別
選抜の志願者は次表のとおりです。
第446号
£：，.経済学部検査場に入場する受験者
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平成14年度富山大学入学者選俵試験私費外国人留学生選抜出願状況表
平成 14年度 平 成 13年度
学 部 学 科 ． 課 程
募集人員 志願者数 募集人員 志願者数
人 文 学 科 若干名 7 若干名 8 
国 際 文 イ七 学 科 若干名 3 若干名 7 
人 文 学 部
百 語 文 イ包 � 一 科 若干名 6 若干名 5 
計 若干名 1 6 若干名 2 0 
学 校 教 育 教 員 養 成 課 程 若干名 。 若干名 2 
生 涯 教 育 課 程 若干名 2 若干名
教 育 学 部 情 報 教 育 課 程 若干名 2 若干名 2 
言十 若干名 4 若干名 5 
経 済 学 科 若干名 7 若干名 1 5 
昼間主
経 営 学 科 若干名 2 1 若干名 2 9 
経 済 学 部 コ スー
経 営 法 学 手ヰ 若干名 3 若干名 5 
計 若干名 3 1 若干名 4 9 
数 学 手ヰ 若干名 1 若干名 。
物 理 学 科 若干名 2 若干名 。
化 学 科 若干名 1 若干名
理 � 部 生 物 学 科 若干名 2 若干名 。
地 E求 科 学 科 若干名 。 若干名
生 物 圏 環 境 科 学 手ヰ 若干名 2 若干名 。
計 若干名 8 若干名 2 
電気電子 シ ステム工 学 科 若干名 1 2 若干名 6 
知 能 情 報 工 学 科 若干名 1 2 若干名 1 3 
工 学 部 機械知能 シ ステム工 学 科 若干名 9 若干名 5 
物 質 生 命 シ ステム工 学 科 若干名 3 若干名 1 
計 若干名 3 6 若干名 2 5 
主口』 計 若干名 9 5 若干名 1 0 1 
【参考．国籍別志願者数】
年 度
中
国 韓 国 マレイシア ネ パール スリラ ン カ A. 圭キロ ロ I
1 4 9 1 4 
1 3 8 9 5 5 1 
9 5 
1 0 1 
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平成14年度在外研究員派遣者の決定
主たる滞在地及び当該
種 類 所 属 職名 氏 名 滞在地の属する国名並 調 査 研 究 題 目 派 遣 期 間
びに派遣先の機関名
コペンハーゲン 20世紀デンマークにおける地域シ 1 5. 3. 1 
長期（甲種）教育学部 助教授 山根 拓 （デンマーク ） ステムの形成
コペンハーゲン大学 15. 12. 3 1  
ローマ 生命科学技術の規制に関する研究 1 4 .  4 .  1 
経済学部 助教授 秋葉 悦子 （イタリア）
ローマ聖心大学 1 4 .  5. 3 1 
デンバー E コマー ス進展後の競争戦略の革新 1 4 .  7 .  
短 期 経済学部 助教授 内田 康郎 （アメリカ合衆国） 性に関する研究
コロラド州立大学 l 4 .  8. 3 1 
モントリオール カラ 文ー書画像解析と認識に関する 1 4 .  7.  2 2 
工学 部 助教授 長谷 博行 （カナダ） 研究
コンコルディア大学 1 4.  9. 1 9 
平成14年度国際研究集会派遣研究員（第l期）の決定
所 属 職 名 氏 名 派 遣 集 会 名 開 催 国 講演・発表の題名 開 催 期 間
第15回分取／プロセ スク 逆相液体クロマトグラフィー 1 4 .  6. 1 6 
教育学部 助教授 宮部 寛志 ロマトグラフィ一国際シン アメリカ合衆国 系における表面拡散の特徴
ポジウム と機構 1 4 .  6. 1 9 
第14 回高出力粒子ビーム 1 4 .  6. 2 3 
工学 部 教 授 升方 勝己 国際会議及び第5回高密度 ア メリカ合衆国
パル スイオン注入のための
両極性パル ス加速器の開発
Zピンチ国際会議 1 4 .  6. 2 8 
セ ディ（地球深部の研究） 非地震性励起の地球振動を 1 4 .  7 .  2 1 
理 学 部 教 授
川 崎 一朗
アメリカ合衆国 用いた n· 層サイ レント2002 
地震の検出の試み 1 4. 7 .  2 6 
- 1 4 -
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平成 14年度公開講座実施一覧
－平成 14 年度の公開講座が次のとおり実施されることになりました。
講 座 名 開設期間 総時間数 募集 人 員 受（講円料） 実 施 場 所
l近代フランス音楽に おけるピアノ作品 5. 10～6. 28 12 20 6,800 教育学部音楽 科 第l講義室
2 陶芸 5. I l～6. 15 12 20 6 800 教育学部員足芸室
3 フランス語初級I 5. 11～7. 13 20 20 7 800 生涯学習教育研究センター2階第4研修室
4 入門中国語 5. I l～7. 6 12 20 6 800 生涯学習教育研究センター2階第4研修室
5 遊べ遊べ大 人たち ・先生たち 5. 12～7. 7 10 45 5.800 生涯学習教育研究センター2階大講義室
6 初級英会話 5. 14～7. 16 15 20 6,800 生涯学習教育研究センタ－2階第4研修室
7入門ドイツ語 5. 18～7. 13 16 20 7 800 生涯学習教育研究センタ－2階第2研修室
8山歩きの楽しみ（その1 ) 5. 18～5. 19 9 15 5,800 生涯学習教育研究センター会議室・大辻山
9日常の音と映像を読み解く 5. 22～6. 26 9 30 5,800 生涯学習教育研究センター会議室・教育学部音楽練第ー教室
10 シ ニアサッカー教室 5. 26～7. 7 20 25 7.800 富山大学第一運動 場・空港スポーツ緑地陸上競技場
1 1  日本の言語文化からみた越中 6. 1～6. 29 7. 5 30 5 800 生涯学習教育研究センターl階会議室
12 政治・経済の変動と法 6. 6～7. 4 7. 5 30 5,800 生涯学習教育研究センターl階会議室
13 IT講座（I) 6. 8～6. 9 12 30 6 800 総合情報処理センター4F
14 IT講座（II) 6. 22～6. 23 12 30 6.800 総合情報処理センター4F
15 動きをとおして「からだ気づきJ －「体ほぐしJ 6. 22～7. 27 7. 5 20 5.800 職 員会館
16 1T講座（ill) 7. 6～7. 7 12 30 6.800 総合情報処理センター4F
！？ IT講座（N) 7. 20～7. 21 12 30 6,800 総合情報処理センター4F
18 ゴルフ（初級者）コ スー 8. 1～8. 9 15 20 6,800 呉羽カントリークラブ
19 IT講座（V) 8. 3～8. 4 12 30 6 800 総合情報処理センター4F
20 教師のための情報教育実践力養成講座 8. 12～8. 20 15 20 6 800 教育学部附属教育実践総合センター ・教育学部端末室
2 1  ジョギング・ ランニングコ スー 8. 19～9. 13 20 15 7 800 総合体育センター ・ 空港スポーツ緑地公園・周辺道路
22 環境と 人間活動 8. 24～8. 25 6 40 5,800 東砺波郡利賀
23 パソコン教室Windows入門 9. I～10. 20 15 20 6 800 総合情報処理センタ－4F
24 高齢者のための情報機器を考える 9. 3～10. I 12. 5 40 6,800 総合情報処理センタ－4F
25 とことん子 供を知ろう 9. 5～9. 26 10. 5 20 6 800 生涯学習教育研究センターl階会議室
26 思春期 の問題を考える 9. 13～10. 18 9 20 5 800 生涯学習教育研究センターl階会議室
27 睡眠の 科 学 9 .  21～10. 26 9 20 5 800 生涯学習教育研究センターl階会議室
28 山歩きの楽しみ（その2) 9. 28～9. 29 9 15 5 800 生涯学習教育研究センター会議室・御前山
29 フランス語初級E 10. 12～12. 21 20 20 7.800 生涯学習教育研究センター2階第4研修室
30 シ ニアから始めるIT講座(I) 10. 19～10. 20 12 20 6,800 総合情報処理センター4F
3 1  初級中国語 10. 19～12. 14 12 20 6,800 生涯学習教育研究センタ－2階第4研修室
32 食文化から見たヨーロッパ中世 10. 31～1 I. 28 10. 5 20 6,800 教育学部講義室・サンフォルテ調理実習室
33 数理と情報の世界 11. l～l I. 29 15 25 6,800 総合情報処理センター4F
34究極の干し柿を作ろう 1 1. 8～1 I. 9 7 20 5 800 西砺波郡福光町
35究極のおかきを作ろう 11. 9～l I. 10 7 20 5,800 西砺波郡福光町
36シ ニアから始める IT講座（II) 11. 9～1 I. I 0 12 20 6,800 総合情報処理センター4F
37シ ニアから始めるIT講座（皿） 1 1. 30～12. I 12 20 6 800 総合情報処理センタ－t!F
38親子スキー教室 2. I～2. 2 15 20 6.800 牛岳スキー場
ぷ口込 言十 46 1 900 
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ミl���
異動区分 発令年月日 氏名 異動前の所属官職 異 動 内 容
界 任 14. 2. I 安達 勇作 助教授 教育学部（学校教育） 教 授 教育学部（学校教育）
II 工学部（物質生命システム工学
II 真島 一彦 大阪大学助教授大学院工学研究科
科材料工学）
転 任 14. 2. 1 川 崎 一朗 教 授 理学部 （地球科学科地球ダイナミクス） 京都大学教俊防災研究所附属地震予知研究センター
臨時的任 14. 2. 25 菅原 香
教 号•® （教育学部附属養護学校）
用 （～14. 3. 20) 
退 職 14. 2. 25 山田 智子 教 諭（教育学部附属養護学校） 平成14年2月24日限り任期満了により退職
II 菅原 香 II ” II 
育児休業 14. 2. 25 高畠 佳江 教 諭（教育学部附属養護学校） 育児休業（～14.3.20) 
II 脊戸みちる II II 職務復帰
併 任 14. 2. 20 山地 啓司 教 授 教育学部 附属図書館長 ・ 評議員（～16.2. 19) 
II 山 西 澗ー II II 評議員（～14.3. 31) 
併任解除 14. 2. 20 山地 啓司 評議員 併任解除
- 16-
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司副司副
ロシア連邦極東国立総合大学と学術交流協定を締結
平成13年12月IO日付けで， 本学とロシア連邦極東国立
総合大学との問で大学問学術交流協定が締結されました。
極東国立総合大学は， ロシア文部省管轄下にあり，
1899年に創立され， 100年を越える歴史を有し， 人文科
学， 社会科学， 自然科学の諸分野を擁するロシア極東地
域唯一の総合大学です。 また， 約I, 200人の教職員， 約
20,000人の学生を擁するロシア極東最大の高等教育機関
でもあります。
これまで本学では、 経済学部が同大学附属東洋大学と
部局間交流協定を締結し交流を図ってきましたが， 今回
の大学問協定締結により， 人文系． 社会系だけでなく，
理工系も含めた幅広い分野での研究者・学生の活発な交
流が進められることになります。
さらに， 今回， 新たにロシア極東地域の大学との大学
問協定が締結されたことにより， 本学が推進する環日本
海地域との交流が一層推進されるものと期待されます。 A ロシア連邦極東国立総合 大 学
教育学部附属幼稚園及び同附属養護学校において立春の節分
の行事を実施
教育学部附属幼稚園及び同附属養護学校において， 立
春の節分の行事として， 豆まきがそれぞれ2月1日（金）
と2日（土）に行われました。
2月1日（金）に附属幼稚薗で行われた節分では， 園
庭に集まっている園児の所に心の鬼に扮した教官が登場
すると， 初めは怖がっていた園児達も， 「いじわる鬼を
やっつけろ！さむがり鬼出ていけ！ Jのかけ声と共に
鬼にめがけて立をまきました。 その後， 一目散に退散し
た鬼に代わって別の教官が扮した福の神が登場し， 「悪
い鬼を追い出した人はとてもいい顔になっていますね。」
と述べると， 豆を与えられた園児達はとても幸せそうで
した。
また， 附属養護学校小学部では， 季節の変わり目に邪
気を払い， 福を呼び込むという節分の趣旨から， 自分自
身を振り返る日として毎年豆まき集会を行っており， 今
年も2月2日（土）に「いたずら鬼」 や「いやいや鬼j
など日頃の反省すべき行いを鬼に例え， 「鬼は外， 福は
内。 心の中の悪い鬼よ飛んで行け！」と生徒達は教官が
扮した鬼に豆をまきました。 今年も生徒達は悪い鬼に豆
をぶつけ． 心の中の悪い鬼を追い出したようです。
- 17-
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ロシア ・ウラジオストック市のテレビ番組取材班が
人文学部を訪問
ロシア ・ ウラジオストック市のテレビ番組取材班が映
画「日本の中のロシアを求めて」の制作のため， 2月4
日（月）に本学人文学部ロシア語言語文化コースのロシ
ア語による卒業研究発表会の模様を取材しました。
卒業研究発表会では． 卒業論文を執筆し終えた学生5
名が自らの論文の要旨をロシア語で報告し， それについ
て指導教官等からロシア語で質疑応答が行われました。
また， 番組取材班からもロシア語で「なぜロシア語を勉
強しているのか」「ロシアで今， 村上春樹の訳本がブー
ムになっているが， なぜだと思うか」「ロシアと日本の
類似点と相違点は何だと思うか」等を質問するとともに
学生の語学力のレベルの高さを賞賛し， 卒業研究発表会
は大変盛会のうちに終了しました。
同取材班は2月17日まで日本に滞在して富山の他東京
等で撮影を行い， 帰国後3月末日までに30分のテレビ番
組を完成させ， ウラジオストック市のアルセニエフ博物
館及び日本センターで試上映される他， O T Vープリム
（沿海公共テレビ）局で放映される予定です。
第2回極東地域研究センター特別セミナーを開催
本学極東地域研究センターでは， 「北東アジア地域の
発展と安定化の諸条件に関する研究Jをテーマに掲げ研
究を行っていますが， このほど2月8日（金）に黒田講
堂において開催された「第2回極東地域研究センター特
別セミナー」において． その研究成果が報告され， 日本・
中国及びロシアの研究者約20人が参加しました。
午前の部に開催された社会開発研究班部会では， 「ロ
シア地域労働市場への視覚」 をテーマとしてロシア科学
アカデミ一極東支部歴史・考古学・民俗学研究所社会歴
史政治研究センターのアンゲリーナ・ ヴァシュク所長の
講演や日本の研究者の報告・討論が行われました。 この
うち，アンゲリ ナ・ ヴァシュク所長は 「極東地域にお
ける露中間の人口移動関係」について報告を行い， 中国
からロシアへの移民が多かったのはロシア語教育が盛ん
であったことなどの文化的背景があったこと， 及び中国
人の主な滞在目的は資産増加であったことを指摘されま
した。
また， 午後の部に開催された経済開発研究班部会では．
「北東アジアにおける穀物需給構造」をテーマとして中
国・吉林農業大学の郭慶海副学長等が報告を行いました。 ／：，.講演するアンゲリーナ ・ ヴァシュク所長
平成13年度第2回機器分析センター研究会を開催
2月8臼（金）に工学部大会議室において機器分析セ
ンター主催の平成13年度第2回研究会が開催され， 約70
- 18ー
人が参加しました。
当センタ一分子構造解析部門には． 「400メガ・
平成14年 3 月 学
ヘルツ超伝導核磁気共鳴（NMR）装置」 が設置され，
分子構造の決定に威力を発揮していますが， 本研究会で
は， その利用状況と最先端の研究成果及びNM R装置の
高性能広帯域の開発を披露し討論するために開催された
ものです。
研究会では， 森 克徳同センタ一長の挨拶に引き続き，
朝 山 邦輔 大阪大学名誉教授の「核磁気共鳴の原理と高
温超伝導研究への応用」 と題した講演や研究発表討論会
等が開催され， 活発な意見交換が行われました。
報 第446号
A講演する朝山邦輔 大阪 大学名誉教授
平成13年度教育学部附属養護学校教育実践研究会を開催
2月15日（金）に教育学部附属養護学校において， 平
成13年度教育実践研究会が開催されました。
「一人一人の教育的ニーズに応じた支援はどうあるべ
きか ～個別の指導計画・支援ツール・児童生徒を取り
巻く環境～Jを主題とした今年度の研究会には， 県内外
から大学の教官及び知的障害児施設の関 係者等約300人
が参加し， 小学部， 中等部及び高等部の公開授業やパソ
コンを使った児童・生徒の情報管理システム等のポスター
等による研究紹介が行われました。 同校は本年度児童・
生徒の情報をパソコンやL AN （構内情報通信網）で一
元的に管理するシステムを構築し， 個別の指導計画の文
書のほか， 授業の様子を写したデジカメの写真等を集約
して教師間での情報交換に役立てたり， 保護者との懇談
にも利用しています。
また， 「知的障害養護学校における個別の指導計画J
と題した上越教育大学の藤原義博教授の特別講演も開催
され， 多数の参加者が熱心に聴講していました。 ム講演する上越教育 大 学 の藤原義博教授
｜留学生センター日本語研修コース第5期スピーチ発表会を開催
2月18日（月）に留学生センタ一日本語研修コース第
5 期のスピーチ発表会が開催されました。 この発表会は，
日本語研修コースで半年にわたって， 日本語や日本語環
境でのコンビュータの使い方などを学んだ留学生が， そ
の成果を披露する場として 毎期開催されているもので
す。
発表会では， 今年の4 月から本学工学部に進学する日
韓大学理工系学部留学生4 人が 4 つの異なる視点から
みた母国について， また， 同じく4 月から本学大学院で
研究を行う留学生5 人が， 各 自の専門分野について， コ
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ンビュータを使いながら日本語で紹介しました。
当日は学内外から， 指導教官． 日本入学生． ホストファ
ミリ ， 日本語研修コースの修了生及び本学職員等約40
報 第446号
人が出席し， 「 自国のことや 自分の専門について真剣に
考えている姿に感動した」などと感想を述べていました。
退官記念最終講義の実施
本年3月末をもって退官される教授の最終講義が． 教育学部， 理学部及び工学部で行われ， 多数の学生， 教職員．
0 Bが出席し， 終始熱心に聴講していました。
ム教育学部 宗 孝文 教授
日 時 1月28日（月）15: 00～ 
場 所 教育学部第5 教室
題 目 教育哲学
ム理学部 山本 浩司 教授
日 時 2月8日（金）16: 00～ 
場 所 人文・ 社会共通教育棟1番教室
題 自 分子美学に魅せられて
-20 -
ム工学部 井上 正美 教授
日 時 2月4 臼（月）16: 00～ 
場 所 工学部209番講義室
題 目 触媒に学んで
ム理学部 樫井 醇児 教授
日 時 2月2 1日（木）15: 00～ 
場 所 人文学部6番教室
題 目 私の研究と研究生活をふり返って
平成1 4年 3 月 学 報 第446号
平成13年度全国公務員レク リ エ ーシ ョ ン共同行事富山地区ボウ
リ ング大会で本学が団体戦で優勝 ・ 準優勝及び個人戦で準優勝
平成1 3年度全 国公務員レクリェ ー シ ョ ン共同行事富山
地 区 ボ ウリング大会が 2 月2 1 白 （木）に富山 ゴールデン
ボ ウルで開催され， 富 山 県内の1 9機関 26チー ム76人が参
力日しました。
大 会は， 団 体 戦 と個 人戦 を同時に行う形式で， 1組3
人がそれぞれ 2 ゲー ムを行い， その得 点が団体戦及び個
人戦 （男 子， 女子）に反映される ルールによっ て行 われ
ました。
試合は， 例年と同様に， 各機関 のボ ウリング愛好者が
参加して高水準の競技がく り 広げられ， 熱戦の結果． 団
体 戦において本学から参加した 4 組のうち 2 組が 1 ・ 2
位を狼 占 する 好成績を収めました。
また， 個 人戦においても， 藤井栄 吉 ・工学部専門職員
が準優勝を飾 り ました。
なお， 成績は次のとお り です。 （本学関係分）
［団体戦】
優 勝 富山 大 学D チー ム（生田孝 行． 高 村浩 之 ，
村道俊 一）
準優勝 富山大 学 C チー ム（岩城庚光， 長崎宏美，
林 秀 一）
【 個 人戦】
準優勝 藤井栄 吉
A個 人戦準優勝 の 賞状 授与
® ® ® ゅ a
渡航の種類 所 属 職 氏 名 渡 航 先 目 的
外 国 出 張 人文学部 助教授 竹 内 潔 ガボン， ポル ト ガル モイ ラ周辺地域 に お け る 民族的ア イ デ ンテ ィ テ ィ の再編成に関する 人類学的調査
人 文 学 部 講 師 阿 部 美 規 ド イ ツ 資料収集
極東地域研 助教授 堀 江 典 生 環日本海学術ネ ッ トワ ク形成の究セ ン タ ー
ロ ン ア
ための調査及び研究打ち合わせ
経 済 学 部 助教授 岸 本 書 生 マ レ ン ア ア ジア I T革命 と サ ー ビ ス ・ マルチナシ ョ ナ リ ズム
海 外 研 修 経済学部 教 授 萩 野 総 ド イ ツ ド イ ツ行政理論行為の研究
理 学 部 助教授 藤 浩 明 中 国 暫定サイ トサーベイ パネルに出席，視察
経済学部 助教授 柳 井 雅 也 中 国 青島市の経済地域の聞き取 り 及び世界的企業の成長の原因究明のための聞 き 取 り
期 間
14. 2. 1 6  
1 4. 3. 1 3  
14 .  2. 1 6  
1 4. 3. 1 1  
1 4. 2. 23 
14. 3. 2 
14. 2. 26 
1 4. 3. 4 
1 4. 2. I 
14. 3. 30 
14. 2. 23 
1 4. 3. I 
14. 2. 27 
1 4. 3. 5 
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28日～
3月1日 臨 時 東海北陸 地 区 国立 大学事務 局長会議
2月 5 日 事務局連絡会 （於 ： オー クラアク ト シテ ィ ホテル浜 松 ）
運営会議 厚生補導研究会（於 ： ハ ー ト ピアつるぎ）
6 臼 富山 大学開放推進懇話 会
7 日 富山大学運 営 諮 問会議 文 学
学生生活委員会
富山大学の教育業績評 価 の確立に関する検 2月 5 日 学部特 別 昇 給委員会
討委員会 6 日 人文科学研究科委 員会
8日 自己 点検評価委員会 教授会（人事）
組織運営体制の整備 に関する検討委員会 教授会
12日 事務協議会 8日 学部教務 委 員会
富山大学の教育業績評価の確立に関 する検 教授会（人事）
討委員会 教授会
運営会議 13日 緊急対策 委 員会
12日～15日 学内会計監査 19日 学部予算委 員会
15日 ヒ ト ゲ ノ ム ・遺伝子解析研究倫理審査委員 20日 学部国際交流委員会
会（持ち回り） 教授会（人事）
14日 就職委員会 教授会
施設整 備 委 員会 25日 平成14年度入 学者選抜 学力検査（前期日程）
富山大学の教育業績評価の確立に関する検 講座代表者会議
討委員会
15日 部局長会議 育 学
評議会
18日 事務局連絡会 2月3日 平 成14年度附属中学校入 学者第 l 次 選 考
北陸 地 区 及び信越地 区 国立 大学長懇 談 会 （学力検査 ）
（於 ： 金沢大学） 4 日 教育学部及び附属学校園共同研究プ ロ ジ ェ
19日 大学懇談 会 ク ト 運 営 委 員会
21日 低温液化室自己点検評価委員会 6 日 授業終了
22日 教養教育運営 協議会 学部拡大将 来計画委員会
国際交流委員会 7 日 学部教務委 員会
組織運 営 体 制の整備 に関 する検討委員会 平 成14年度附属中学校入 学者第2次 選 考
高岡短期大学と学部部会との意見交換会 （抽選 ）
教養教育合同検討会議（於 ： 富山 医科薬科 8日 学部入 学試験委員会
大学） 13日 平 成14年度大学院教育学研究科入 学者選抜
25日 平 成14年度 入 学者選抜個別学力検査（前期 試験（第2次 募 集）
日程） 研究科委員会
26日～ 教授会
3月2日 教養教育スキ ー 実習 人事教綬会
15日 学部拡大将 来 計画委員会
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附属養護学校教育実践研究会
19日 学部予算 委 員会
20日 研究科委員会小委 員会
研究科委員会
附属幼稚園避難訓練
22日 教育学研究科合格発表（第 2 次募 集）
「子どもとのふれあい体験J体験交流発表会
平成13年度第 2 回附属小 学校評議員会
25日 平成14年度入 学者選抜 学力検査（前期日程）
27日 学部学生生活委員会
｜ 経 済 学 部 ｜
2 月 1 日 就職指導委員会（持 ち 回り）
6日 F D プ ロジェ クトと教務委 員会の合同委員
ム一品
財 務委員会
8日 研究科委員会小委 員会
学部総務委 員会
12日 学部学生生活委員会
学部教務委員会
13日 人事教授会
研究科委員会
教授会
14日 学内会計監査
18日 学部教務委 員会
21日 将来構想等検討委員会
22日 就 職指導委 員会（持 ち 回り）
25日 平成14年度入 学者選 抜 学力検査（前期日程）
27日 学部国際交流委員会
将 来構想、等検討委 員会
研究科委員会小委 員会
学
2 月 4 日 学科長 ・ 施設委員合同会議
学科長会議
理学部将来計画策 定 ワ ー キング グループ会
議
5 日～6日 大学院理工学研究科博士 前期課程入 学試験
（第 2 次 募集）
6日 授業終了
7 日 学部入試委 員会
8日 古紙回収
報 第446号
学部広 報委員会
学部教務委員会（持 ち 回り）
1 3日 大学院理工学研究科博士前期課程理学部会
教授会
人事教授会
大学院理工学研究科降土後期課程部会
1 4日 大学院理工学研究科博士前期課程 合 格 発表
（第 2 次 募集）
理学部将来計画策 定 ワ ー キン グ グ ルー プ会
議
25日 平成1 4年度入学者選 抜 学力検査（前期日程）
学
〕町」
2 月 4 日 学部運営委員会
学部将来 計画委員会
学生生活委員会
5 日 大学院 2 次 入 学試験
7 日 工学部 自己点検評価委員会
工学部国際交流委員会
12日 教務委 員会
工学部入 学試験検討委員会
13日 教授会
専任教授会
理工学研究科博士 前期課程工学部会
理工学研究科博士後期課程部会
14日 大学院 2 次 入 学試験合 格 発表
工学部 自己点検評価委員会
1 5日 学生生活委員会
25日 平成1 4年度入 学者選抜 学力検査（前期日程 ）
28日 学部運 営委員会
学部将来 計画委員会
｜ 地域共同研究センター ｜
2 月 5 日
～ 7 日 先端技術研修（情報処理コース）
8日 特別講義
演題 ； 特許の構成要素と明細 書の書き方
講 師 ； 長谷 川 芳樹（地域共同研究セ ン
ター客員教授． 創英国際特許法事
務 所所長）
1 2日 特別講演会
演題 ； 今， 日本のもの造りに求められる
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もの
講師 ； 北野 芳則（地域共同研究セン タ ー
客 員教授， Y K K  （株）執行役員
副社長）
14日 大学院生教育講座
演題 ； 超 小型 薄 肉 押 出し成形技術 の 開発
講師 ； 磯良 光之（地域共同研究セン タ ー
客 員教授， ア イ シン軽金属（株）
代表取締役副社長）
21日 大学院生教育講座
演題 ； 分 散型電源について
講師 ； 片 岡 直昭（地域共同研究セン タ ー
客 員教授． 北陸電力（株）取締役
技 術開発研究所長）
l紺酬理セン
ター ｜
2月 5 日 運営委員会
セ ン タ ー 長候補者推薦委員会
｜ 鳩陥榊臓�Y�－ 1
2月 4 日 専 門委員会
19日 人事に関 す る 運 営 委 員会
｜ 機器分析セ ン タ ー ｜
2月 8日 研究会
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同町.t?／�－ 1
2月 12日 第2回特別セ ミ ナー
① 講 師 ； ア ンゲリーナ ・ ヴ ァシュク（ロシ
ア 科学ア カデ ミ 一 極東支部歴史 ・
考古学 ・ 民俗 学研究所社会歴史政
治研究セ ン タ 一 所長）
演題 ； 「極東地域における 露中間 の 人 口
移動関係（20世紀末～ 21世 紀 初）J 
②講師 ； 堀江 典生（極東地域研究セン タ ー
助 教授）
演題 ； 「 ノ ヴ ォ シビルスク州 に見る 産業
再編と労働市場の 変化」
③講 師 ； 郭 慶海（吉林農業大学副学長 ・
教授）
演題 ； 「中国吉林省玉 米市場分析J
④ 講 師 ； 早 川 治（日本大学生物資源科
学部助 教授）
演題 ； 「東ア ジア の 穀物需給動向分析j
⑤講師 ； 酒井 富夫（極東地域研究セン タ ー
教授）
演題 ； 「日本における 飼料穀物輸入政策
と今後の課題J
平成 14年 3 月 学 報 第446号
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ム 教育学部附属養護学校 に お け る 節分の様子 《鬼は外， 福は内。 心の中の悪い鬼 よ 飛んでけ ！ 》
ム 教育学部附属幼稚園 に お け る 節分の様子 《 い じ わ る 鬼 を や っ つ け ろ ！ さ むが り 鬼， 出て い け ！ 》
編 集 富山 大学総務部企画室 干930 - 8555富 山 市五福3 190 TEL .  (076) 445 6029 FAX. (076) 445 - 6033 
印刷所 あ けぼの企画側 干930 一 0031富 山市住吉町 1 - 5 - 8 TEL. (076) 424 - 1 755 FAX . (076) 423 - 8899 
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